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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マスティックの抽出成分とスクワレンとを含み、
　前記マスティックの抽出成分は、マスティックノルマルヘキサンエキスであり、
　該マスティックノルマルヘキサンエキスは、下記の化学式（５）で表される化合物を有
する
　抗マラセチア菌剤。
【化５】

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はマスティックとスクアランに一種又は二種以上の成分を配合した真菌感染症治
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療、予防のための製品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に市場で使われている抗真菌薬としてアゾール系、ポリエン系、キャンディン系の
抗真菌剤が使用されているが、真菌とヒトなどほ乳類の細胞の構造に種々の性質が類似し
ているため、真菌の増殖を抑える薬剤は、抗菌薬のような選択毒性が期待できず、ヒトな
どほ乳類の細胞にも有害であり、更に、有効量と中毒量が近いため、悪心、嘔吐、発熱、
腎障害などの副作用を生じる。
【０００３】
　近年、白血病や悪性リンパ腫などの癌疾患や代謝障害などの基礎疾患患者、あるいはス
テロイド、免疫抑制剤使用者や放射線照射などの感染抵抗力の低下した易感染者では通常
は病原性を示さない弱毒の病原体が感染する日和見感染が問題となっており医療現場を困
らせている。
【０００４】
　上記のような真菌感染症治療、予防に対する抗真菌薬の開発も日夜続けられているが、
それを漫然と投与することにより、さらなる新しい薬剤耐性菌の発生が懸念されている。
【０００５】
　介護、医療現場において消毒用エタノールや消毒剤、殺菌剤にて手指および患部の洗浄
が行われているが高頻度に行うと肌が荒れる、傷にしみる、皮膚炎を悪化させる等の皮膚
に傷害を及ぼす可能性が非常に高い。
【０００６】
　獣医科医療の現場では、犬のマラセチア感染症が多く見られ、治療を大困難にし、患者
や医療現場を悩ませている。
【０００７】
　グリセリン、エモリエント剤などの保湿剤を配合した消毒剤も存在するが、その保湿効
果が弱く、殺菌作用も低下するため、介護や医療の現場では敬遠されている。すでに障害
を負った皮膚に対して回復効果を見出すものでもなく、解決策に成り得ていない。
【０００８】
　なお、例えば特許文献１には、２つのアゾール系抗真菌剤を組み合わせた薬剤として、
ピロールニトリンとクロトリマゾールを含んだ抗真菌剤が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０００－１８６０３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そのため、副作用が強く、薬剤耐性菌の発生が懸念される従来の抗真菌剤に変わり、副
作用が少なく薬剤耐性菌の発生の心配がない体に優しい抗真菌剤の開発が望まれていた。
【００１１】
　しかも、近年は患者に投与する薬や補助食品、軟膏、クリーム、乳液、日常に使用する
石鹸、洗剤、シャンプー、歯磨き粉等の洗浄剤であっても、人為的に合成した合成薬では
なく、天然由来の生薬などを摂取、使用したいという人々がいる。
【００１２】
　本発明は、そのような背景を鑑みて研究されたものであって、天然由来の成分を含有し
、抗真菌作用を有し、皮膚を保湿し、皮膚炎の場合は皮膚の状態を改善することができる
内用剤および外用剤を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決するために、本発明は下記の（１）～（６）の抗真菌剤を提供する。
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（１）マスティックあるいはマスティックの抽出成分とスクアランとを含む抗真菌剤。
（２）ヤシ油、ミツロウ、スクワレンの中から選択される１種類または複数種をさらに含
み、固体状、ゲル状、クリーム状、軟膏または液状物であることを特徴とする（１）に記
載の抗真菌剤。
（３）スクアレン、ヒノキチオール、黄伯、黄連、黄岑、ヒバ油、馬油、イソプロパノー
ル、グルコン酸クロルヘキシジン、エタノール、トリクロサン、クロルキシレノール、イ
ソプロピルメチルフェノール、塩化ベンザルコニウム、ヒアルロン酸ナトリュウムの中か
ら選択された１種または複数種をさらに含む（１）または（２）に記載の抗真菌剤。
（４）抗酸化劣化抑制剤としてスクアレン、コエンザイムＱ１０，αリポ酸、ビタミンＰ
、ビタミンＥ、γ－オリザノール、β－カロチン、タンニン、ビタミンＣ、ヘム鉄の中か
ら選択された１種または複数種をさらに含む（１）、（２）、（３）のいずれかに記載の
抗真菌剤。
（５）（１）、（２）、（３）、（４）のいずれかに記載の抗真菌剤をカプセル剤、錠剤
にし、また該製品を乳化させ、固める為の固化成形用の乳化剤、可塑剤を配合し、固体剤
、クリーム剤、軟膏剤、または液剤としたことを特徴とする抗真菌剤。
（６）前記固化成形用の乳化剤がヤシ油、前記可塑剤がミツロウ、スクアレンであること
を特徴とする（５）に記載の抗真菌剤。
【００１４】
　本発明に関わる外用剤、及び内用剤はマスティック成分及びスクワランを混合させるこ
とにより、保湿効果をもちながら抗真菌作用を持つことを特徴とすることとした。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明者は長らく本発明物質のスクアラン、スクアレンおよびマスティックについて研
究してきており、その研究成果は学会発表、特許出願公開（例：前出願、平成１３年２月
１９日）など公開してきた。しかしスクアレンは６個の二重結合をもっているため、不安
定である。特に光、紫外線に不安定であるため、化粧品や洗滌剤には用いられていない。
これらのトリテルペン化合物はそれ自身弱い抗菌作用をもつか、またはもっていないので
ある。しかしながらスクアラン、スクワレンは皮膚の保湿作用があり、またその両者とも
に、それを抗菌剤とともに用いるときは、その抗菌剤単独より強い抗菌作用を示すことが
本発明者らによって証明されている。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　スクアレンの抗真菌剤アンホテリシンＢの増強作用を桑野信彦教授（当時：大分医科大
学生化学教室）の研究グループは、エルゴステロールという成分がポリエン系抗生物質に
対する真菌細胞の感受性を失わせて無効にする、という事実を利用してポリエン系抗生物
質の１種であるアンホテシリンＢ（ＡＭＢ）が、スクアレンを併用することによってその
作用を亢進する研究結果を発表した。「ザ・ジャーナル・オブ・アンティバイオティック
ス（ｍａｓｕｄａ　ｅｔ　ａｌ．，Ｊ.Ａｎｔｉｂｉｏｔ．，３５，２３０－２３４，１
９８２）（Ｙｍａｇｕｃｈｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ｊｐｎ．ｊ．Ｃａｎｃｅｒ　Ｓｃｉ．（Ｃ
ａｎｃｅｒ　Ｓｃｉ．）７６，１０２１，１９８５）」
【００１７】
　スクアラン（Ｓｑａｌａｎｅ・分子式Ｃ３０Ｈ６２）は純度９９％以上の飽和炭化水素
（飽和イソプレノイド）で２重結合をもたない単純脂質である。スクアレンは深海ザメの
肝油中に約７０～９０％含まれている。スクアランはスクアレン（Ｓｑａｌｅｎｅ）から
還元して製造される。テルペン族のトリテルペンであり、テルペン特有の生理活性作用を
有する大切な物質である。
【００１８】
　活性スクアランの性状
（１）沸点　３４０～３５０℃、２４８℃（５ｍｍＨｇ）。
（２）凝固点　－７５℃ 一時間保つも透明。
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（３）粘性率３７．６ｃｐ（２５℃）無色透明、低粘度、低融怠の液体（常温）、無味無
臭。濃硫酸と７０℃に加熱しても着色しない。
【００１９】
　スクアランは安定な物質で保湿作用があり、化粧品の油性原料または医薬品用軟膏基剤
原料として用いられる。さらに保香剤、潤滑油などとして広く用いられている。
【００２０】
　一方、本発明品に用いられているスクアランに配合されているマスティックはウルシ科
の潅木であるヨウニュウコウから採取されて抽出した白黄色の透明状の粒状の樹脂で、マ
スチカジェノン酸を主成分としている。マスティックの木は、外敵や疫病から自らを守る
ために粘土の高い液を分泌し、近年の研究でこの樹液は免疫増殖力、抗菌作用、生体機能
調整力、皮膚保護力など生体保護機能があることが分かってきた。
【００２１】
　マスティックは欧米では健康、医療分野について、次の様な各種の疫病の予防、治療効
果や症状の緩和作用があることを報告されている。
（１）内科　胃潰瘍、十二指腸潰瘍の治療・予防、高血圧症の血圧低下、糖尿病の血糖降
下作用、コレステロール低下作用、免疫力の増強、各種ガンの予防効果、胆汁分泌の促進
、胆石の溶解作用、舌苔の予防、通風、リウマチの痛みの緩和等。
（２）歯科　歯槽膿漏の予防・治療、歯周病の予防・治療、歯垢の抑制、歯茎からの出血
の防止、筋肉の強化。
（３）外科的治療予防、創傷治癒の促進、褥瘡などの皮膚潰瘍の治癒。
【００２２】
　マスティック自体は、硬い樹脂状で生体への吸収率が悪く、そのために欧米では、真菌
感染症の治療、予防に対して臨床的に使用されていなかった。
【００２３】
　そのためにマスティックの単独使用で改善効果が得られない症状の改善については、ス
クアラン、マスティックの抽出成分を混合して使用する事により、総合的により新しい顕
著な抗真菌活性が得られたのであるが、この観点に基づいたスクアラン、マスティックの
医療保健予防のための製品成分の組合せ配合については、これ迄には全く研究されていな
い。
【００２４】
　スクアランとマスティックの共に全く性状の違った物質同士を混合の上、その充填する
物質の配合割合、可塑割合、乳化割合を定めるのが難しくて、大変困難であるために、こ
れ迄は実施されていなかった。
【００２５】
　そこで本発明は総合的に顕著な抗真菌活性を有し、また保存安定性の良い抗真菌剤を提
供することを目的とするものである。
【００２６】
　ただ単にスクアランとマスティックを混和するだけでは、均一な液剤を作成することは
困難であるが、本発明者らは幾多の研究の結果、マスティックの抽出成分と、ヤシ油、ミ
ツロウ、スクワレンなどを混和することによって、はじめて均一化した有効な懸濁剤を作
成することができた。
【００２７】
　本発明の抗真菌剤に対して配合する各成分の量については、特に限定されないが、日常
的に毎日使用する時期もあることから、１回当たりの使用量としてはスクアラン１ｍｇ～
１０００ｍｇ、マスティック１ｍｇ～１０００ｍｇ程度の範囲の割合量を混合し、これを
使用すると良い。
【００２８】
　本発明の抗真菌剤に対して、添加される乳化剤、可塑剤の量については、目安として１
回の使用当たりミツロウは５０ｍｇ～６００ｍｇ、精製ヤシ油は５０ｍｇ～６００ｍｇ、
スクワレンは５０ｍｇ～１０００ｍｇ程度が適当である。



(5) JP 5578880 B2 2014.8.27

10

20

30

40

【００２９】
　このような配合割合とすることによってスクアランに溶解するマスティックの濃度を高
め、吸収率を高めながら、抗真菌効果、保湿効果を高めることができる。特に洗滌剤、外
用剤として用いる場合は、その点を留意するべきである。
【００３０】
　本発明の抗真菌剤には、マスティックの抗真菌作用、スクアランの優れた化粧品に関す
る各種の作用は知られているが、さらに抗真菌力を強くする意味でスクアレン、ヒノキチ
オール、ハーブ、黄伯、黄連、黄岑、甘草、田七人参、高麗人参、生薬エキス、ヒバ油、
ホエバ油、植物精油、馬油、豚脂、エイコサペンタエン酸、ドコサヘキサン酸、紫蘇オイ
ル、ガーリックオイル、合成ビタミンＥ、天然ビタミンＥ、γ－オリザノール、β－カロ
チン、ビタミンＢ１、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６、ビタミン１２、ビタミンＣ、ポリフ
ェノ－ル、リコペン、茸菌糸体培養抽出物、茸子実体培養抽出物、霊芝、アガリクスエキ
ス、熊笹エキス、マイタケエキス、クロレラ、スピルリナ、タンニン、アルギン酸、カテ
キン、エキス、グリチルリチン、プロポリス、イチョウ葉エキス、高麗人参エキス、西洋
人参エキス、エゾウコギエキス、丹参葉エキス、アロエエキス、キトサン、イノシトール
、ペプタイド、セラミド、ナイアシン、総イソフラボン、パントテン酸、ビオチン、総カ
ロチノイド、セレン、亜鉛、クロム、コラーゲン、コンドロイチン硫酸、ムコ多糖蛋白、
カルシウム、ローヤルゼリー、ミレット、ホーステイル、ノコギリヤシ、ウコンエキス、
マリアアザミエキス、ガルシニアエキス、イソプロパノール、ヒアルロン酸ナトリュウム
、グルコン酸クロルヘキシジン、ポビドンヨード、エタノール、セチルリン酸化ベンザル
コニウム、トリクロサン、クロルキシレノール、イソプロピルメチルフェノール、塩化ベ
ンザルコニウムなどの中から１種または複数種を選んで配合し、より抗真菌作用が高い製
品を製造することができる。
【実施例１】
【００３１】
＜マスティックの抗真菌活性成分の分離＞
　マスティック樹脂（２０．５ｇ）を乳鉢で粉砕後、ノルマルヘキサン（４００ｍＬ）と
メタノール（４００ｍＬ）で溶液分配した。ノルマルヘキサン層とメタノール層を分液ロ
ートで分離後、メタノール層について再度ノルマルヘキサン（３００ｍＬ）で３回同様の
分離操作を行った。ノルマルヘキサン層（約９００ｍＬ）とメタノール層（約６５０ｍＬ
）をエバポレーターにて４０度で減圧濃縮し、ノルマルヘキサンエキス（１１．５ｇ）と
メタノールエキス（８．０ｇ）を得た。
　ノルマルヘキサンエキス（１．０２ｇ）についてシリカゲル（約７０ｇ、Ｓｉｌｉｃａ
　ｇｅｌ　６０, Ｍｅｒｃｋ）によるカラムクロマトグラフィー（内径２．５ｃｍ、高さ
３０ｃｍ）を行った。カラム溶出溶媒として、ノルマルヘキサン／酢酸エチル（１０／１
）を１．１Ｌ、次に、０．８Ｌｎｏノルマルヘキサン/酢酸エチル（７／１）を使用した
。約１０ｍＬを試験管で分画し、薄層クロマトグラフィー（ＴＬＣ）により溶出物質をモ
ニターし、分画後エバポレーターで濃縮し９個のフラクション[Ｆｒ．１(３２．３ｍｇ)
、Ｆｒ．２（１．７ｍｇ）、Ｆｒ．３（３８．３ｍｇ）、Ｆｒ．４（３７．１ｍｇ），Ｆ
ｒ．５（２６．４ｍｇ），Ｆｒ．６（２２．８ｍｇ），Ｆｒ．７（１９．０ｍｇ）、Ｆｒ
．８（３４．８ｍｇ），Ｆｒ．９（５２２．７ｍｇ）]を得た。
【実施例２】
【００３２】
＜マスティックの抗真菌活性成分の同定＞
　分画した各成分について、ガスクロマトグラフ質量分析計（ＧＣ－ＭＳ，島津ＱＰ５０
５０Ａ）及び核磁気共鳴装置（ＮＭＲ，バリアンＵｎｉｔｙ６００）を用い構造解析を行
った。
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【化１】

上記の化学式１は３－ｏｘｏ－２８－ｎｏｒｏｌｅａｎ－１２－ｅｎｅの化学構造式
Ｆｒ．１ ＥＩＭＳ（ｍ／ｚ) ４１０(Ｍ＋)， ３９５（Ｍ－１５）， ２０４（ｂａｓｅ
　ｐｅａｋ）； １Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３， ６００ＭＨｚ） ０．７７（３Ｈ,ｓ), ０
．８５（３Ｈ,ｓ）, ０．８６（３Ｈ，ｓ)， １．０２（６Ｈ，ｓ）， １．０８（３Ｈ，
ｓ）， １．１０（３Ｈ，ｓ）， ５．２８（１Ｈ， ｂｒｓ）； １３Ｃ－ＮＭＲ （ＣＤ
Ｃｌ３， １５０ＭＨｚ） １５．１， １７．０， １９．６， ２１．５， ２２．１， 
２３．４， ２３．５， ２５．４， ２６．５， ２６．７， ２７．７， ３０．６， ３
２．３， ３３．０， ３３．２， ３４．１， ３６．７， ３９．２， ３９．６， ４０
．５， ４１．８， ４５．６， ４６．８， ４７．４， ４９．１， ５５．３， １２３
．０， １４３．１， ２０７．３, ２１８．０
【化２】

上記の化学式２はｏｌｅａｎｏｉｃ　ａｌｄｅｈｙｄｅの化学構造式
Ｆｒ．３ ＥＩＭＳ（ｍ／ｚ） ４３８（Ｍ＋）, ４０９（Ｍ－２９）, ２０３（ｂａｓｅ
　ｐｅａｋ)； １Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３， ６００ＭＨｚ） ０．７７（３Ｈ，ｓ）， 
０．８９（３Ｈ，ｓ）， ０．９０（３Ｈ，ｓ）， １．０２（６Ｈ，ｓ）， １．０６（
３Ｈ，ｓ）， １．１３（３Ｈ，ｓ）， ５．３３（１Ｈ， ｂｒｓ)， ９．３７（１Ｈ，
ｓ）； １３Ｃ－ＮＭＲ （ＣＤＣｌ３， １５０ＭＨｚ） １５．１， １７．０， １９．
６， ２１．５， ２２．１， ２３．４， ２３．５， ２５．４， ２６．５， ２６．７
， ２７．７， ３０．６， ３２．３， ３３．０， ３３．２， ３４．１， ３６．７， 
３９．２， ３９．６， ４０．５， ４１．８， ４５．６， ４６．８， ４７．４， ４
９．１， ５５．３， １２３．０， １４３．１， ２０７．３， ２１８．０
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【化３】

上記の化学式３はＴｉｒｕｃａｌｌｏｌの化学構造式
Ｆｒ．５ ＥＩＭＳ（ｍ／ｚ） ４２６（Ｍ＋）， ４１１（Ｍ－１５）， ３９３（Ｍ－１
５－１８）， ６９（ｂａｓｅ　ｐｅａｋ）； １Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３， ６００ＭＨ
ｚ） ０．７４（３Ｈ，ｓ）， ０．７８（３Ｈ，ｓ）， ０．８５（３Ｈ，ｂｒｓ）， ０
．９４（３Ｈ，ｓ）， ０．９５（３Ｈ，ｓ），　０．９８（３Ｈ，ｓ）， １．５８（３
Ｈ，ｓ），　１．６６（３Ｈ，ｓ）， ３．２１（１Ｈ，ｍ）， ５．０８（１Ｈ，ｍ）；
 １３Ｃ－ＮＭＲ （ＣＤＣｌ３， １５０ＭＨｚ） １５．４，１５．５， １５．８， １
７．６， １８．７，１８．９， ２０．１， ２１．５， ２４．４， ２４．９， ２５．
７， ２７．７， ２８．０， ２８．１， ２８．４， ２９．８， ３０．８， ３５．３
， ３６．３， ３６．４， ３７．３， ３８．９， ４４．１， ５０．１， ５１．０， 
７９．０， １２５．３， １３０．９， １３３．６， １３４．１
【化４】

上記の化学式４は２５－ｈｙｄｒｏｘｙ－Ｄ７ｔｉｒｕｃａｌｌｏｎｅの化学構造式
Ｆｒ．６ ＥＩＭＳ（ｍ／ｚ） ４４２（Ｍ＋）， ４２５（Ｍ－１７）， ４０９， ３９
４， ２８１， ２５３， ５５（ｂａｓｅ　ｐｅａｋ）； １Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３， 
６００ＭＨｚ） ０．８８（３Ｈ，ｓ）， ０．９５（３Ｈ，ｓ）， ０．９７（３Ｈ，ｂ
ｒｓ）， １．０４（３Ｈ，ｓ）， １．０４（３Ｈ，ｓ）， １．０８（３Ｈ，ｓ）， １
．１２（３Ｈ，ｓ）， ５．２０（１Ｈ，ｂｒｓ）； １３Ｃ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３， １
５０ＭＨｚ） １５．０， １７．０， １９．６， ２０．９， ２１．５， ２３．３， 
２３．６， ２３．９， ２５．３， ２５．５， ２６．５， ３１．０， ３１．２， ３
２．４， ３２．５， ３４．２， ３６．０， ３６．８， ３９．１， ３９．５， ４１
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．７， ４２．８， ４７．０， ４７．４， ４８．３， ５５．４， ８４．２， １２２
．３， １４３．７， ２１７．７
【化５】

上記の化学式５はＴｉｒｕｃａｌｌｏｎｅ の化学構造式
Ｆｒ．８ ＥＩＭＳ（ｍ／ｚ） ４２４（Ｍ＋）， ４０９（Ｍ－１５），１０９（ｂａｓ
ｅ　ｐｅａｋ）， ５５； １Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３， ６００ＭＨｚ） ０．８７（３Ｈ
，ｓ）， ０．９３（３Ｈ，ｓ）， ０．９８（３Ｈ，ｓ）， １．０２（３Ｈ，ｓ）， １
．０６（３Ｈ，ｓ）， １．１３（３Ｈ，ｓ）， １．５８（３Ｈ，ｓ）， １．６７（３
Ｈ，ｓ）， ５．０９（２Ｈ，ｍ）； １３Ｃ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３， １５０ＭＨｚ） １
５．２， １６．０， １７．７， １９．７， ２１．３， ２２．６， ２３．６， ２４
．８， ２５．７， ２６．３， ２６．７， ２７．５， ３１．２， ３４．１， ３４．
５， ３６．８， ３８．３， ３９．９， ４０．５， ４２．４， ４３．９， ４７．４
， ４９．８， ５５．４， ６０．３， １２４．１， １２４．６， １３１．２， １３
５．０， ２１６．７
【実施例３】
【００３３】
マスティック成分の薬剤耐性菌及び真菌の抗菌試験
　最初に、マスティックノルマルヘキサンエキス（ＭＨとする）、メタノールエキス（Ｍ
Ｍとする）の薬剤耐性菌に対する作用を確認した。
　使用した菌体は医療現場を悩ませている以下の４つで検討した。
（１）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（ＭＲＳＡ）
（２）バンコマイシン耐性腸球菌（ＶＲＥ）
（３）大腸菌（Ｅ. ｃｏｌｉ）
（４）緑膿菌（Ｐ. ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）
調整法
　１．マスティック抽出エキスＭＨ，ＭＭをアセトンに溶解し、ペーパーディスク（抗生
物質検定用、厚手８ｍｍ、ＡＤＶＡＮＴＥＣ）を用い、それぞれ５ｍｇ／ｄｉｓｋ， ２
０ｍｇ／ｄｉｓｋ，アセトンのみ（コントロール）を調整し、真空乾燥によりアセトンを
除去した。
　２．約１０×９乗 ＣＦＵ／ｍｌに調整した各菌体を普通寒天培地、ミューラーヒント
ン培地に塗布し、各用量の被検ディスクを置き、３７℃好気条件２日間、培養し増殖阻止
円にて判定を行った。
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【表１】

【表２】

　結果、上記の表１と表２に示すようにマスティックのノルマルヘキサンエキス（ＭＨ）
２０ｍｇ／ｄｉｓｋによりＭＲＳＡに対してのみ抗薬剤耐性菌作用を確認した。しかし、
メタノールエキスには抗菌活性は確認できなかった。
【実施例４】
【００３４】
マスティックノルマルヘキサンエキス抗真菌(マラセチア)活性とスクワレンの相乗効果
　１．マスティックノルマルヘキサンエキス（ＭＨ）をアセトンに溶解し、５ｍｇ／ｄｉ
ｓｋ, ２０ｍｇ／ｄｉｓｋのペーパーディスクを調整した。
　２．ＭＨ５ｍｇ／ｄｉｓｋ， ２０ｍｇ／ｄｉｓｋのディスクにスクワレン２５ｍｇ／
ｄｉｓｋを添加し、ノルマルヘキサン＋スクワレンディスク（ＭＨ＋Ｓ）を調整した。ま
た、スクワレン２５ｍｇ／ｄｉｓｋ（Ｓ）をコントロールとして調整した。
　３．約１０×６乗 ＣＦＵ／ｍｌに調整したマラセチアをミューラーヒントン培地に塗
布し、各用量の被検ディスクを置き、３７℃好気条件２日間、培養し増殖阻止円にて判定
を行った。

【表３】

　結果、上記の表３に示すようにマスティックのノルマルヘキサンエキス（ＭＨ）は用量
依存的にマラセチアの増殖を阻害した。更に、この抗真菌活性はスクワレン２５ｍｇ／ｄ
ｉｓｋの添加により増強した。
【実施例５】
【００３５】
マスティックノルマルヘキサンエキス分画成分の抗真菌(マラセチア)活性
　１．実施例１で分画したフラクションについて５ｍｇ／ｄｉｓｋのペーパーディスクを
調整し、これにスクワレン２５ｍｇ／ｄｉｓｋを添加し被検ディスクとした。
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　２．約１０×６乗 ＣＦＵ／ｍｌに調整したマラセチアをミューラーヒントン培地に塗
布し、各用量の被検ディスクを置き、３７℃好気条件２日間、培養し増殖阻止円にて判定
を行った。
【表４】

　結果、表４に示すようにマスティックノルマルヘキサンエキスのトリテルペン成分であ
る３－ｏｘｏ－２８－ｎｏｒｏｌｅａｎ－１２－ｅｎｅ（Ｆｒ.１），ｏｌｅａｎｏｉｃ
　ａｌｄｅｈｙｄｅ（Ｆｒ.３），ｔｉｒｕｃａｌｌｏｌ
（Ｆｒ.５），２５－ｈｙｄｒｏｘｙ－ｔｉｒｕｃａｌｌｏｎｅ（Ｆｒ.６），ｔｉｒｕｃ
ａｌｌｏｎｅ（Ｆｒ.８）に強い抗マラセチア活性が確認された。
【００３６】
　上述してきたように、本発明に係るマラセチア菌（真菌）に対する増殖阻止の結果から
判断すると、マスティックノルマルヘキサンエキスとスクアランを配合した真菌感染症治
療、予防のための経口生成物、固体、ゲル状または液状の洗滌品及び乳化状、クリーム、
軟膏等の保湿剤の製品を作ることで、医療現場を悩ましている大マラセチア感染症の治療
の感染予防ができる。
【００３７】
　最後に、上述した各実験例は、本発明の一例であり、上記のマスティック、マスティッ
クノルマルヘキサンエキス、スクワラン、およびその他の濃度、「溶媒等の組み合わせに
限定されることはない。このため本発明に係る技術的思想を逸脱しない範囲であれば、設
計等に応じて種々の変更が可能であることはもちろんである。
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